




























聞 2018a, 2018b, 2018c)。 
 子育て支援に関する研究は、社会学、発達心理学、保育士養成課程など様々な分
野で行なわれている(阿部 2015; 柏木 2001; 松木 2015)。また、政府による子育て
支援施策の内容や効果についての検討、批判も盛んに行なわれている(早川 2018; 







筆者は本研究の中で 2 種のフィールドワークを行なった。第 1 に、2017 年 7 月
から 2017 年 11 月まで、仙台市内で運営されていた「ママカフェ」においてスタッ






子育て支援カフェである。第 2 に、仙台市内の K 保育園に通う園児の保護者 4 名に
対するインタビューである。K 保育園は東北大学が運営する保育園であり、通う園



















2017 年 2 月、ママカフェは初開催された。そして、週 1～3 回程度の通常営業と、
月に 1 回のイベント日の営業が行ってきた。 しかし、イベント日には客席がすべて
埋まることこそあれ、普段の来客数はあまり多くなかった。筆者がフィールドワー











































































 第 1 に、ママカフェではその場に居合わせた客同士で友達になる様子を見ること


























 筆者がインタビューを行ったのは、仙台市内で現在子育てを行っている 4 人の親









でに決まっている。現在 2 歳の娘は K 保育園に預けており、A” さんが復職する時
には息子も保育園に預ける予定だという。 






構成は夫、5 歳の娘、2 歳の息子と C” さんの 4 人家族だが、夫が単身赴任中である
ため現在は C” さん、娘、息子の 3 人で暮らしている。C” さんは大学の教員であり、





本で子育てをする女性の 1 人」として扱うこととする。 

























いるが、2 人育てるよりも仕事をしながら 1 人育てる方がよっぽど大変だと感じる
ほどだという。 








































 A” 、B” 、C” 、D” さんの語りからは、親たちの子育てと家事は基本的に夫婦で
行なうものだという考えがうかがえる。 















「自分でできないことはないから」と言って A” さん、C” さん、D” さんはベビー
シッターや病時保育を利用しようとはしない。C” さんと D” さんは親に頼ることも
あるが、それもどうしても外せない用事があり子どもの面倒を見られない時だけだ



















に、すべての物事を 1 つの頼り先に頼むと言った人はいなかった。ここから、A” 、

































また、A” さん、B” さん、C” さん、D” さんが共に出かけ先、特に食事場所で困
ることに挙げたのは、子どもが騒ぎ出すことと、泣き出すことであった。子どもが
泣き出した場合、4 人の親たちは皆周囲の人々に迷惑になると考え、子どもを静か





興味深いのは、4 人のうち誰 1 人として実際に周囲の人から注意を受けたり、に











































(1) 仙台で子育てをしている 4 人の親たちが持つ特徴 
(a) 子育て私事論の浸透 

























































 筆者がインタビューをした 4 人の親たちは、仕事と子育て、家事の両立、子ども

























































































 第 1 に、「街中に子どもと出かけやすい場所を増やす支援」に関しては、確かに
親たちに求められていたものだったということができる。第 3 章の記述より、筆者



























なう。筆者は 2 つのことを今後行なっていくべき子育て支援として提案する。 
(a) 小さい子どもを連れた親が出かけやすい場所を街中に増やす支援 
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